
盤

葱頭苗に対する電流の刺戟がその生曹

球の発育摘苔に及ぽす影響

　　　　　　　村　山　　英　僑チ

種の実験は多く通電時間については1考えら牝ているが，供試植物誰の有する電気低抗の渕定

を献いてい岩∴皿

　従ってその電気的刺戟彊さが明らカ、で放く・刺嘩彊さを異にする場含相反する緒果を1得

る事も叉当然であろう、一誰この種の皮慮薩処理の彊さや時間に対して極めて敏感である、

筆者は1この意昧に於て先づ葱頭苗の電気低抗，電流茅通電時間を測定し茅ごれに対する反応

を1調査して栽増上の有劾刺戟範囲を見出し度いと考えて本実験を討繭したわけである、

　叉葱頭は苗の大いさが一定範囲巾にあっては発育のよい大苗穂鱗茎の肥率よろしく塘牧

と放るが雲その発育が隈度を超えると参の低温に遭遇した蒔多苗が花芽分化を超し完全球と

放らないで茅所謂早期抽蒼株が増加して却って牧量を滅する、4）5）今かりに電流の刺戟が花

芽分化当時の苗の発育に影響を及ぽすものとすれば，早期抽苔の面にも、その二亥的狂影響

が超る筈で，単に鱗茎の発育のみならす葱頭の早期抽苔の閲題に関しても，栽増上多くの興

味が抱かれる。

　皿　試験項　圓
　本実験に於て企圏した調査項目は弐の如くである。

　1。葱頭苗の電気低抗値及び電流の測定、

　λ電流の刺戟が苗わ発育に及ぼす影響。

　＆電流の刺戟が鱗茎の発育に与える影響・

　4電流の刺戟と早期抽苔との関係、

　囲　試験　方　法

　1。供試品種泉州黄葱頭（市販品種）

　ム育苗方法　昭和24年9同20日播種。

　　播種及育貰は一般の方法に準じて行った。　　　　　　　　　　　　　　　鐙

　乳試験区分及各区供試傾鰹数　　　　　　　　∵　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜　　咽

標準区（無処理） 爽　　流　　区 直　流　　区

　　＾区記号ケ 処理時間 供試数 区記号 処理時間 供試数 区記号 処理時間 供試数

N 一 345 A2 2 329 Dゴ 1 40

A5 5 307 D2 2 40

A8 8 308 D5 5 40

A1O 10 285 D8 8 40

D1O 10 20

註　処埋各区記号の数字は処理時間を示す。



蝿

企電気刺職の方法、

　電戦の用具として圃ユの如き装置、を作成、2）交流電源は1⑨OV惜通電燈線を1遭流電源と

しては穣河電機製侮所五一4型低抗測定器（メガ㌧）を用蛉篤通本籍ば亜分闇瑠⑫瞬転にて

鰯0Vの直流を趨電する、）

　直流，交流それぞれの電源に上記の装置㊧爾極をつ族翁、装置丑㊧2奉㊧裸鍋線上随葱頭

薔鋤奉宛をならぺ各区研定の跨閥通電した。狗苗と銅線の接鰯を良好にするため，ならぺら

牝淀酋あ五宿は1不良導艦め錘を置炉た。

苧馳用二咋酋叩來る午雌叩前一たも雌び1輝量帆2姥し㌧

や

　　　　　　　　　　　　　　　　窺一圃電戟雛路図∵・∵ン雪
　　　　　　　　　　、　岬・・工・㎜ゾ綿騨†’阯．・　∴一…一＾1

詳一上11のメ㌃鵬苗崎抵秤1則定す止る叫㍉1用い1撃であ噂…本器呼σyΦ察流’

　　　を蝉するの坤卿電揮！しても本藷を帥、な鏑の低苧呼㍗帯及㌣黙
　　　岬帝刺鱗置のP干中中・は触し†こ・、一　、岨、舳、、、拙

　民定植及試験中の管理

　定植場所。出雲市撞冶町島根大学出雲農場。土質砂質壌土、前作津田蕪蓄α定植期、山昭和

24午1亭月8呼零燐巾β凡三争俸植彩、像間5寸株聞争市早件，．。串辞雫鯵草そρ鈎々常麺は

全て丁般栽増に準じて行っ一紅一∵

　W　試験緒果（測定及碑奏）・・

　1。苗g軍気低抗ρ測定及電流．一

苗の有する電禅晦装散引か1岐裸銅即亘離によ・そ異る法締細未牝よ一

苗　重　量
　（20本）

20～25匁

16ん20

16以下

電気低一琉
…（20本）∵

O．030瓜圧Ω

」d04ポ1

一・⑰，⑨45二　一，

嚢理由の大いさと竃気牽抜

今各導鰹が同じ低抗を有するとすれば（凪＝厘炉馬二

て蛸異があ㌧、その低抗偉は表2に神如くであ亭・蔀叉同

時俸処理する窟ρ本数と全舞拡の関係を見るに，そめ全撰抗

の渕定値は理識数と一致ぜす前者が理論数よりも常に高い低

抗を示すことは注冒すべきである。靱ち多くの低抗風馬厘3

　｛風を並列樽つたぐ痔の杢低抗亙ぼ1－

　　　　1　i一＾1　1王　　〕
　　　一二烹十一十一ざ・・……一一中山1
　　　　盈弔凪地　私。
　　　　　　　　　　　　　　　　1　＃％　　　1
　　　　　　　　　　　　．．プ1）万了亙，平＝7伽萎（1）
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　本実験に於て酋の電気低抗の測定には杢て一本重1刀匁～12匁程度のものを用炉たカ坊そ

の低銃は賭々等し帖’と見てよい館多て㊧よう杜抵抗の等しい蕩を茅1一本から2⑫本迄1本宛

逐爽そ1の本数を塘力頁して各本数恒潜する釜低抗値（各本数毎庭20国づつ測定じ淀雫均値）を1

求める牛第二輿牛の如き曲線と放り・上記（1）式から導かれた理論値よ切得だ歯線て第こ慰

揖線昼）1差帝藪ぜ青，＾渕定値が理論値よ抄塾篇切、

抗
3猫

壌鰯

、二鰯腕

・鰯工

竃一 鰯　其ポ翠⑱泰敬、
　鰯二圃’一時に電戟する苗の本数と軍気低抗との閏係。

　　　　曲線A：測定値　　曲糠B二理艦値

ることになる亀

　玖生育及抽蒼調査

　凡そ葉の生長が極隈に達したと思われる5月13日各個体の章丈及同目現在の早期抽苔数を

調査した。その成績は第3表の如く放る、但し既に抽苔し走個俸は章1丈測定カ圭ら降外した。’

　奉案験に於て案際に行った蹴戟方捧

は1泰事加～五盈匁の一様狂発育移跨一

め歯を同蒔に尋O本宛通電し淀カ冶土の・

　グヲフに示す如くその全低抗の干均値

　鰯2胴測定。最大α03M9，最小α025

ガ雛岬・d・α03M二9）帥03M9乎あ

っ1て讐1奉の黄の低抗即15M二9から

理載駒写算出した20本㊧理論的低抗値

．似確循跳握よ鋤はるか恒高い。從って

同蒔健多数の苗を通軍弼戟する時には

その毒数についての全低抗値を測定し

碑繋ばなら充とれを行わ旅・本
め低敏償カ皇ら電流を算蝿する事は危険

であ碁で，一本宛処理するよりも多数、

　を商膳に刺戟する場合㊧方がすりと弱

炉電流が流牝るわげである、本実験の

場合20本宛処理しその全抵抗がα03

M1φであるから，それに対する電流は

草流（5⑪0V～では1a6肌A㌻1本当
　ρ斗8争卿二A㌻一交流宝一（10qV）では

　ふ3㎜．A。勇1本当りα165㎜．A，であ

坤嚢誰草丈扉摘苔調査表　　　　（5月13目調費）　　　　　　培

区記号 調査個体数 摘苔個体数 摘苔牽
草丈調査

個体数
孝丈乎均値 草丈順位一

N（無処理） 345 13　・ a76％、． 332 畝82壬O．51・m 10

．A塞一 329 ヅ a73 320 6036±臥48 9
A5 307　一 工6 a2ヱ 敏 6蝸蟻±α53 6
A8 3鵬止 ⑨ ム錫 2弱 概9牡α58 8
A1O 285 13 垂56 272． 弘O孕±q64 7
D1 郷 2 民oo 、38 70．9凄±蝸2 欝3・

DI2 蜘 1垂 a50。 39 7a72±ヱ，44 、．1

D5 40 2． ao⑫ 38 70163±ヱ．ヱ9 4
D8 40 1 a50 39 7刎5±131 2
D蛾 20 O 、甘O．⑰⑧： 2⑱、 甑和±蝸ユ 5
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　　3邊球重及抽苔調査

　　6月14日葉が黄愛し葉鞠が自然倒伏して牧穫適期に達したので抽蒼数を調査した、不抽

一率のもgは抜取っ不圃場に於不そのまk÷目間韓鐸第盈早琴簿部彰郵鋤擁耳て直ちに缶傾

体の鱗茎重を測定し淀、從って各区の球重雫均随の測定庭は摘苔株を禽ま抵い。曲表4に示

す抽苔個体数は前回革丈調養時観に抽蒼してい淀も㊧を薗場に残置して泰いたから表3の調

査に数えら牝お抽苔数を港舎む最初より扇纏摘蒼数層ある蟻そ㊧成績嫁表4に示す通匂であ

る曾、・　・一　一・、三一、一、∴γ∵、

　　　　　　　　　　表硲鱗茎重及摘苔状瀦調萱秦　　　　（6月15目調査）

文・1皿1簑一簑葦一／1…簑げ舞帯パ

箒二廿‘i一、1ガ三・嵐1∵l1雄箪∵』1一

ポ，1象、∵1・・ギ∵、1、一1一二篇㌻、け

　今その他の観察、」

　生育調査は1草丈が最大に達レた頃の1回のみしか行ぬなかったが，実は定植後生育期闘弗

に数固にわたって生長の捲移を調査すぺきであっね殊に花芽分化期である2月④発育状態

は是非調査すぺきであったと考える、然し期間申の圃場観察の印象から言えぱ少くとも3月

卿韓躯の郎蜻押相紳馳映隼牟・、衣・粋下粋坤標輝畔餓態苧
処理各区のそれに比し最も劣る事が認められたのは3月中旬であづて茅その後繭者の菱は蒔

の群過停つれ下墳々騨鮎のと底って伽た・．

　鱗茎部の肥大開始期並びに威熟期は標準区と処理各区との闘に特別の相異や一定の傾向は

、見ら牝なかっ、衣。

郡戟が分離に雌す彰弊仰て蝉舜し鳩∵躯に）呼撃㍗五碓1．蝉
え走のみに下影響咲ないもgと考えられろ。

　　V，1二、霧　一、1察

　1。生育に対する効果調査緒果牽通覧するに（表3）草文に於ては無処理区最も轟く婁焚

一流枠理印に総直流処理は署しく隼師褒途さ牝ているの牽馳る。さ脈綿醐
処理の申個表の区の平均胞を比較するに，その差は何れも誤差⑳範麗肉にある、從って10秒

以内の処理鯛では鰯咋短に辛一1碑育坤雛挙を隼柏キ断牢する事雌郎あ
る・然し無処過交施直流の三者相亙閥の養は課養を考慮に入牝ても認鐙て義麦免な畑、

　最も生育の慶れている直流処理各区の調養循体数都婁少かっ淀事は遺憾恋あるが婁元来案

験の当初直碓停麗す尋試験は考奉ていなかっ、たので〆た軍低航測毒写周いお窟㎏は直流が通

・ると■ζろからヅー試みにζ机を；緯えて他と同様写取琢を．してい淀9に過ぎ狂か？た、、然レ偶鋸

にもこれが最も良い蔵績を示したのさ交流区と岡様な渕定を行っ牟わけ雫ある白．従って直漉
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鑓

　2雇気的刺戟が生長促進効粟を発現じ始繊る㊧は喝月⑳儀温花芽秀確期を1経艦膨去り饒に

花芽†化咋蝉叩叩率言†れば相当幣畔船施甲策二姓長期平後意あ千
從りで電戟苗無処理酋と唱に花芽分俺傑件芯諺る低濫期を秀俺を許審普蓼る遅牝た発曹㊧奏

魂鉦岩あ鵠舵受脈も眺花芽は率努他鋤1，、1そ㊧鰹髄発育を電義餓雛

透唯としても抽苔を見ろ事昨い。　　　　　　　　．・∴茸
．…電戟区は苗の発育及球重が優1れてい毎炉奄か齢々夢す，無処理のものに反して，抽苔が抑

圧さ㍗る事の原因が何処にある蛇雛煉す雛雛臨傘雛）1（・畑推駒鮒が安
…当であろかを確めたければたらな伽。邪）1㊧捷琴を狂筆づぼ畢恕騒嬉減災二唱丹め花芽1録イb期．

に於て無処理区，及処理区の花芽分化状態を解剖筒躯焼較レて昆牝ぼ褒躯轡邑陀当籍花芽分

化を＝見る発育程度に達した無処理苗以上の発育を遂げた電戟苗の花芽穿他状態を嚇レ多これ

が若し花芽分化を起していなげれば（1）の推理が正レ肺竺昆て変い、

　叉（2）の推理を正当化する淀めには2月の花芽分柁期俺於て無処理苗多電戟曹の生育状態

及花芽分化状態に何等相異なき事を確める必要がある、部ち生育にづいてはその蒔期に於げ

る生長度ρ数字的調査を1多花芽分化状態の調査には解剖的比較が必要である、

本実験に於ては2月の花芽分化期に於げる発育状態の薮字的調査を＝嵌いているから，確案

には牛淀困難であるが。案験中の圃場観察に於げる節象によ札ば富局以前には電戟区に於て

う放旺盛匁発育を1とげたも袋俸なん1鼻月弗卸県牽皐軌電韓区停秦百が急に増進するのを見

た。この点より見れば（2）の推理が当っているようにも想像される。然し（2）の雅理は電戟

．を受けたものが・旺盛なる発育を放すにか∫わら充　その抽苔率は無処理のものより高く放山

ら珪い事の読明には1なるが，本実験緒果の示す如く電戟区の方が無処理区より去Pって抽苔が

少くたるとは言い得ない、この点より見れば（1）の推理に，より妥当性がある様に思える、

　何れにしてもこの閲題については今後上に述べたようた点についてさらに深く研究した緒

果停よって判断せねばなら危い。

　弐に本実験によって電気的刺戟が生育促進，球重増力口，抽苔抑圧等の講効果を有する事は明

ら玲となったが1その動果は直流区と交流区の間に相当の差がある・この差は直流交流とい

ラ壷流の性質の相異に由来するものであるか・或γは本実験に用いた電源の電圧の高低に超

因ずるものであるか未た不明である・（直流500V交流100V）これについても今後直流・、交

流とも電圧を同一にして比較検討の要がある。

　w　要　　　　絢
　1葱頭苗に対する電気的刺戟が発育，球の肥大，抽苔等に及ぼす影響を調圭した。

　2供試品種　泉州黄葱頭。試験材料は一本重m～12匁程度の発育整一たものを選んで便

用した、このよう放苗を同時に20本宛刺戟する際の全電気低抗はα03M2である、

　3試験区分は1弐の1O区とした。

　　a無処理

　　b交流（100Vxα165肌A　処理時聞2，5，8多10秒）

　　c直流（500Vxα83㎜A処理蒔間1，2，5多8，1O秒）
　4地上部の発育は電戟によっ七増進する、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟
　5球重も電戟によって塘力げる。而して電戟による発育促進程度の大きいもの程球重も大

きい。

　6衛の発育は電戟区が標準区より臭好であるにもかかわら充抽脊奉は去仔って電戟区の方



滋

が低い。電戟は抽苔防止の動果を有するも⑳と恩俸れる蟻

　7地上部の発克球の肥九抽苔防止の勲粟ぽ何牝も直流群交流よ夢、も障牝下いる二

8餓ぺ交準鰹ともに10秒以敵於て熔軟球重確区粥慎鵬弗即群艶考慮
すると懐歩鷲あって跨聞の長短健よって発鴬促蕗球重増力脈差があると断定するζとは困

難である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　∵倒漏麦敵
｛ヅ擁州正1芳灘’一櫨物の生潅と電気讃研酵報箪昼書簸電特輯ユ銚⑬

射熊野一．』夫、竃気劇戟の農作物生青並に牧量長屡ぼす影響　圃上

3茅渡灘ご簸電気刺戟による秋馬鎗薯の発芽鍵蓬ほついて　岡止
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5・藤井錘確藤茱園芸学総論及各論よ
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